
長期療養を必要とする疾病にり患した事による定期接種に関する特例措置について 
 

予防接種法施行令第３条の２に規定され、定期の予防接種の対象者であった間に、下記

１の特別な事情があることにより定期接種を受けられなかったと認められる者については、

下記２の期限まで定期接種の対象者とすることができます。 

特別な事情があることにより定期接種を受けられなかったかどうかについては、医師が

記入した理由書により判断いたします。 

 

１ 特別な事情 

（１） 次のア～ウまでに掲げる疾病にかかったこと（やむを得ず定期接種を受けること

ができなかった場合に限る。） 

ア 重症複合免疫不全症、無ガンマグロブリン血症その他免疫の機能に支障を生じさ

せる重篤な疾病 

イ 白血病、再生不良性貧血、重症筋無力症、若年性関節リウマチ、全身性エリテマ

トーデス、潰瘍性大腸炎、ネフローゼ症候群その他の免疫の機能を抑制する治療を

必要とする重篤な疾病 

ウ ア又はイの疾病に準ずると認められるもの 

 

なお、該当する疾病例は別表に掲げるとおりです。ただし、別表に掲げる別表に掲

げる疾病にかかったことのある者、又はかかっている者が一律に予防接種不適合者で

あるということを意味するものではなく、予防接種実施の可否の判断はあくまで予診

を行う医師の判断の下、行われます。 

 

（２） 臓器移植を受けた後、免疫の機能を抑制する治療を受けたこと（やむを得ず定期

接種を受けることができなかった場合に限る。） 

（３） 医学的知見に基づき、（１）又は（２）に準ずると認められるもの 

 

２ 対象期限 

（１） 高齢者用肺炎球菌・帯状疱疹 

特別な事情がなくなった日から起算して１年 

（２） 上記（１）以外 

特別な事情がなくなった日から起算して２年 

ただし、DPT-IPV（４種混合）・DPT-IPV-Hib（５種混合）は１５歳、Hib（イン

フルエンザ菌 B型）は１０歳、BCGは４歳、小児用肺炎球菌は６歳を上限とする。 

 

３ ご提出いただく書類 

（１） 申立書 

（２） 長期療養を必要とする疾病にかかった者等の定期接種に関する特例措置対象者 

該当理由書（かかりつけの医療機関の医師に記入をお願いします。） 

 

（お問い合わせ先） 

新宿区健康部保健予防課予防係 

予防接種担当   

電話：０３－５２７３－３８５９（直通） 


